
内容：

水、空気、土など身の回りの環境試料は、さまざまな物質
の混合物であり、それらの量比が環境試料の性質を決めて
います。鉛などの重金属はごく微量であっても有害であるた
め、微量な重金属の環境中での挙動を知ることは重要です。
1gの百億分の1以下の微量元素濃度を測定できるプラズマ
質量分析計を用いて環境試料の分析を行っています。

水や空気の中には人間の目では見えないμm～nmのサイ
ズの小さな粒子が多く存在しています。それらの粒子はコロ
イドやエアロゾルと呼ばれ、粒子表面に重金属を吸着したり
粒子内部に取り込む性質を持つため、重金属の移動に大き
な影響を与えています。

そのような微量元素と微小粒子の性質に着目し、河川水、
地下水、海水、雨水、降雪、樹氷、大気、岩石など様々な試
料を研究対象としています。環境試料はそれぞれの性質に
合わせて最適な分析手法を選択する必要があります。しかし
多様な環境試料の中には最適な分析手法が分かっていない
ものもあり、そういった場合に新たな分析手法を開発すること
も研究の一部として行っています。
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